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七

浴
室

イ

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

ロ

一
般
浴
槽
の
ほ
か
、
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る
者
の
入
浴
に
適
し
た
特
別
浴
槽
を
設
け
る
こ
と
。

八

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
十
分
な
広
さ
を
有
し
、
必
要
な
設
備
を
備
え
る
こ
と
。

九

洗
面
所

身
体
の
不
自
由
な
者
が
利
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

十

便
所

身
体
の
不
自
由
な
者
が
利
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
は
、
専
ら
当
該
介
護
医
療
院
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
構
造
設
備
の
基
準
）

第
六
条

介
護
医
療
院
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

介
護
医
療
院
の
建
物
（
入
所
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）は
、

耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築

物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
介
護
医
療
院
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
第
二

条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

イ

療
養
室
そ
の
他
の
入
所
者
の
療
養
生
活
に
充
て
ら
れ
る
施
設
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
十
五
条
第
四
項
に
お

い
て
「
療
養
室
等
」
と
い
う
。）を
二
階
及
び
地
階
の
い
ず
れ
に
も
設
け
て
い
な
い
こ
と
。

ロ

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

当
該
介
護
医
療
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
（
消
防
本
部
を
設
置
し
な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
市

町
村
長
。
第
四
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ

る
計
画
に
入
所
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う

こ
と
。

火
災
時
に
お
け
る
避
難
、
消
火
等
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
等
と
の
連
携
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
。

２

前
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
知
事
（
指
定
都
市
及
び
中
核
市
に
あ
っ
て
は
、
指
定
都
市
又
は

中
核
市
の
市
長
。
第
四
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有

す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平
屋
建
て
の
介
護
医
療
院
の
建
物

で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
入
所
者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建

築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
調
理
室
等
火
災
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初
期
消
火
及
び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構

造
で
あ
る
こ
と
。

二

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
円
滑
な
消
火
活

動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等
に
よ
り
、
円
滑
な
避

難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ
と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ

り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

療
養
室
等
が
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
屋
内
の
直
通
階
段
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
設

け
る
こ
と
。

三

療
養
室
等
が
三
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、避
難
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
避
難
階
段
を
二
以
上
設
け
る
こ
と
。

た
だ
し
、
前
号
の
直
通
階
段
を
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
二
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
避
難
階
段
と
し
て
の
構
造
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
直
通
階
段
の
数
を
避
難
階
段
の
数
に
算

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

診
察
の
用
に
供
す
る
電
気
、
光
線
、
熱
、
蒸
気
又
は
ガ
ス
に
関
す
る
構
造
設
備
に
つ
い
て
は
、
危
害
防
止
上
必

要
な
方
法
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
放
射
線
に
関
す
る
構
造
設
備
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三

年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
三
十
条
、
第
三
十
条
の
四
、
第
三
十
条
の
十
三
、
第
三
十
条
の
十
四
、
第
三
十
条
の

十
六
、
第
三
十
条
の
十
七
、
第
三
十
条
の
十
八
（
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
除
く
。）、
第
三
十
条
の
十

九
、
第
三
十
条
の
二
十
第
二
項
、
第
三
十
条
の
二
十
一
、
第
三
十
条
の
二
十
二
、
第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
、

第
三
十
条
の
二
十
五
、
第
三
十
条
の
二
十
六
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
三
十
条
の
二
十
七
の
規
定
を
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
三
十
条
の
十
八
第
一
項
中
「
い
ず
れ
か
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

掲
げ
る
措
置
」
と
あ
る
の
は
、「
い
ず
れ
か
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

五

階
段
に
は
、
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

六

廊
下
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

イ

幅
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る

こ
と
。

ロ

手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

ハ

常
夜
灯
を
設
け
る
こ
と
。

七

入
所
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を
備
え
る
こ
と
。

八

消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

二

診
察
室

イ

診
察
室
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

医
師
が
診
察
を
行
う
施
設

喀か
く

痰た
ん

、
血
液
、
尿
、
糞ふ
ん

便
等
に
つ
い
て
通
常
行
わ
れ
る
臨
床
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
（
以
下
こ

の
号
及
び
第
四
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
「
臨
床
検
査
施
設
」
と
い
う
。）

調
剤
を
行
う
施
設

ロ

イ

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
床
検
査
施
設
は
、
人
体
か
ら
排
出
さ
れ
、
又
は
採
取
さ
れ
た
検
体
の
微
生

物
学
的
検
査
、
血
清
学
的
検
査
、
血
液
学
的
検
査
、
病
理
学
的
検
査
、
寄
生
虫
学
的
検
査
及
び
生
化
学
的
検
査

（
以
下
「
検
体
検
査
」
と
い
う
。）の
業
務
を
委
託
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
検
体
検
査
に
係
る
設
備
を
設

け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

三

処
置
室

イ

処
置
室
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

入
所
者
に
対
す
る
処
置
が
適
切
に
行
わ
れ
る
広
さ
を
有
す
る
施
設

診
察
の
用
に
供
す
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
（
定
格
出
力
の
管
電
圧
（
波
高
値
と
す
る
。）が
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以

上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
メ
ガ
電
子
ボ
ル
ト
未
満
の
も
の
に
限
る
。
第
四
十
五
条

第
二
項
第
三
号
イ

に
お
い
て
「
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
」
と
い
う
。）

ロ

イ

に
規
定
す
る
施
設
に
あ
っ
て
は
、
前
号
イ

に
規
定
す
る
施
設
と
兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

機
能
訓
練
室

内
法
に
よ
る
測
定
で
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
を
有
し
、
必
要
な
器
械
及
び
器
具
を
備
え
る
こ
と
。
た

だ
し
、
併
設
型
小
規
模
介
護
医
療
院
に
あ
っ
て
は
、
機
能
訓
練
を
行
う
た
め
に
十
分
な
広
さ
を
有
し
、
必
要
な
器

械
及
び
器
具
を
備
え
る
こ
と
。

五

談
話
室

入
所
者
同
士
や
入
所
者
と
そ
の
家
族
が
談
話
を
楽
し
め
る
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。

六

食
堂

内
法
に
よ
る
測
定
で
、
入
所
者
一
人
当
た
り
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
を
有
す
る
こ
と
。
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